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　気候変動が全世界での課題である昨今、様々な業界がその影響を軽減させようと対策を試みている。
対策の一つとして目標であるのがＣＯ₂の排出量を削減することだ。日本も2030年までに2013年比で
46％削減、2050年までにカーボンニュートラルを目指している※₁。これには民間企業の努力も必要
不可欠である。最近ではＴＣＦＤ（気候変動関連財務情報開示タスクフォース）が推奨され、企業が
気候変動対策に取組むことは一般化されていく傾向にあるように感じる。一方で、どのような気候変
動対策の取組みをすればいいのか困難に直面している企業も少なくないだろう。この気候変動対策を
事業の中心に据えて取組んでいる不動産開発会社が英国にある。Leeds市に本拠を構えるＣＩＴＵだ。
本報告では、日本科学技術振興機構（ＪＳＴ）のプロジェクト「流域治水を核とした復興を起点とす
る持続社会」※₂の一環として調査した、ＣＩＴＵの気候変動対策を紹介する。

　ＣＩＴＵは英国Leeds市にある不動産開発会社である。「英国において、輸送と建物からのＣＯ₂排出
量が全体の62%にあたる」※₃ため、不動産開発を手掛ける企業として、この排出量の軽減に取組む
ことは意義深い。この課題に対してＣＩＴＵは、気候変動対応型の地区開発であるClimate Innovation 
District（以下ＣＩＤ）という地区の開発に取組んでいる。
　ＣＩＤは、複合的な地区で、住宅、オフィス、学校、福祉施設、公共空間など多様な利用からなる
のが特徴だ（図表₁）。英国ではレンガや石、鉄筋が一般的な住宅の材料だが、ＣＩＤでは炭素固定の
ために積極的に木材を利用している。また、建物が排出するエネルギーを軽減するために、太陽光発
電の利用、効率的な空気循環と断熱技術を建物に施しているのも特徴だ。屋上緑化により、ＣＯ₂削
減と室内温度の安定化もしてヒートアイランドの緩和にも貢献している。
　治水対策も開発業者にとっては無視できない。Leedsでは2015年に大規模な洪水があり、それ以降
の開発では、既存の排水システムへの負担を減らすことが求められている。このような背景の中で、
国や市はＳｕＤＳ（Sustainable Drainage System）と呼ばれる持続可能な都市排水システムを推奨し
ており、ＣＩＤでもこれに則して開発をした。

1 ＣＩＴＵのClimate Innovation District

Climate Innovation Districtは不動産会社ＣＩＴＵが手掛ける気候変動対応型の地
区開発である。
この地区では、気候変動対策、治水対策、コミュニティ醸成などに取組んでいる。
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はじめに

（※₁）環境省地球温暖化対策計画より
（※₂）研究拠点ＨＰ（https://www.midori-lab.pu-kumamoto.ac.jp/）

信州大学は「流域治水を核とした復興を起点とする持続社会」において、当研究所と共同研究を行っている。
今回、人吉球磨地域の産業創生の視点でイギリスの先進事例について寄稿いただいた。
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　また、住みやすいまちづくりも目指している。歩いて暮らせるまちづくりのための整備や、オープ
ンスペース、ベンチ、ガーデンなど、コミュニケーションが生まれる場を計画し、多様な世代の交流
が生まれる工夫を見ることができる。

　前述の通り、ＣＩＤでは木材利用、断熱、空気循
環、緑化などＣＯ₂排出量を軽減させる工夫をしてい
る。特に、建築資材としての₁トンのレンガを作り出
すのに250kgのＣＯ₂を排出するのに対して、木材は₁
トンあたり800kgのＣＯ₂を固定するため、木材を積極
的に利用している（図表₂）。また、住宅の天井、壁面、
床面の熱貫流率も優れており、その断熱効果で一般的
な英国の家庭よりも電気消費量が10分の₁程度になっ
ている（図表₃）。気密性にも優れており、暖かい空
気が外に漏れない技術を使い、およそ年間1トンのＣ
Ｏ₂排出を防いでいると推定している。気密性が高い
ため換気システムが重要になるが、ＣＩＴＵの住宅の
換気システムは新鮮な空気を取り入れる時に、すでに
部屋の中に充満している暖かい空気によって冷気を暖めてから室内に取り入れる。これによって外の
新鮮な冷たい空気が暖かくなってから部屋に入るので暖房の使用を抑えることができる。夏の間は、
外からの空気が流れ込むように換気口を戦略的に配置して涼しい空気の循環を促している※₄。また、

図表１　ＣＩＤの計画図（ＣＩＴＵ資料※₃に筆者が加筆）

（※₃）Climate Innovation District紹介冊子より （https://content.citu.co.uk/wp-content/
uploads/2021/05/Climate-Innovatoin-District-
Brochure-Landing-Place-May-2021.pdf）
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２ 気候変動対策

気候変動対策として、建築への木材の積極的な利用により炭素固定量を増やすことや
エネルギー効率の高い住宅設計に取組んでいる。
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図表２　１トンの建築資材をつくる際に排出
　　　　（または固定）するＣＯ２量（kg）
　　　　（ＣＩＴＵ資料※４を参考に筆者が作成）
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